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出典）伊藤圭子編著(2017)「気になる子ども」と共に学ぶ家庭科,開隆堂.
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授業中に気付いたヒヤリハット体験 実は

•ハインリッヒの法則
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危険を伴う行動



文部科学省(2019)
「学校安全資料 『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」 p27

第2章 安全教育の目標 
日常生活全般における安全確保のために必要な事項を実践的に理解し、自他の

生命尊重を基 盤として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに、進んで
安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるような資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
• 様々な自然災害や事件・事故等の危険性、安全で安心な社会づくりの意義を
理解し、安全な生活を実現するために必要な知識や技能を身に付けているこ
と。（知識・技能） 

• 自らの安全の状況を適切に評価するとともに、必要な情報を収集し、安全な
生活を実現 するために何が必要かを考え、適切に意思決定し、行動するため
に必要な力を身に付けて いること。（思考力・判断力・表現力等）

•  安全に関する様々な課題に関心をもち、主体的に自他の安全な生活を実現し
ようとした り、安全で安心な社会づくりに貢献しようとしたりする態度を身
に付けていること。（学び に向かう力・人間性等）



「第３次学校安全の推進に関する計画」p4
（令和４年度から令和８年度）

•全ての児童生徒等が、自ら適切に判断し、主体的に行動できる
よう、安全に関す る資質・能力を身に付けること

•学校管理下における児童生徒等の死亡事故の発生件数について
限りなくゼロに すること

•学校管理下における児童生徒等の負傷・疾病の発生率について
障害や重度の負傷 を伴う事故を中心に減少させること ＜主要
指標＞ ・学校管理下での重大事故件数 ・学校管理下での負
傷・疾病の発生件数、発生

第３次計画の計画期間において目指す姿



調理実習場面でのヒヤリ・ハット体験

包丁、ピーラーなどでの切り傷

・固い野菜や切りにくい野菜を切る
時、包丁でりんごの皮むきをする時、
ピーラーでじゃがいも等球形の野菜
の皮を包丁でむいていた時、手にけ
がをした

・ブロッコリーの軸に切り込みを入
れる際、親指と人指し指の間を切っ
た

・包丁使用後、包丁を上後方にふり
かざしたため、後ろにいた子どもの
手のひらに包丁が刺さった

・包丁で焼きそばの袋をあけようと
して勢いあまって自分の左手を切っ
た 等

例）包丁



ハザードとリスク

•ハザード

•リスク＝ハザードの深刻さ × 被害が起こる確率

ハザードが引き起こし得る危害の程度

    

人の命などに悪影響を与える可能性のある潜在的な危険



ハザード

子どもが包丁で怪我をするリスクを下げる
（深刻度を下げる，確率を下げる）

例）包丁

 

出典）伊藤圭子編著(2017)「気になる子ども」と共に学ぶ家庭科,開隆堂.



リスク・マネジメント

①リスク要因の特定

②リスクの分析、および評価

③リスクに対する戦略



危険予知の不足

例）包丁 生活経験が乏しい

多様な子どもの存在

作業環境整備の指導不足

作業手順・技術指導の不足

集中力不足

危険予知の不足

実習態度の指導不足

施設・設備

施設狭い・老朽化

備品の不足



リスク・マネジメント

①リスク要因の特定

②リスクの分析、および評価

③リスクに対する戦略

リスク・マネジメントの3つの予防

①事前の予防

②深刻化の予防

③再発の予防



出典）伊藤圭子編著(2017)「気になる子ども」と共に学ぶ家庭科,開隆堂.



出典）伊藤圭子編著(2017)「気になる子ども」と共に学ぶ家庭科,開隆堂.





「第３次学校安全の推進に関する計画」p19
（令和４年度から令和８年度）

（３）重大事故の予防のためのヒヤリハット事例の活用 

• 過去に発生した事件・事故や災害はもとより、重大な事故等に至らなかっ
たもの のその可能性があったと考えられる事例も教訓として、類似の事故
等の再発を防ぐ ことは重要である。事故等の再発防止には、他の事例か
ら学び、それを未然に防ご うとする関係者の意識や具体的な行動が伴わ
なければならない。 

• 学校設置者及び学校管理職は、子供の視点や意見も踏まえつつ、学校
管理下にお ける重大事故につながり得るヒヤリハット事例を次の活動に活
かすために情報共有することや、他校で起きた事例は自校でも起き得るこ
とを想定し校内研修を進める機会を作り、事故の発生を未然に防ぐよう努
める。

• また、各学校において、こう した事故等の防止に必要な活動が、学校安
全計画や危機管理マニュアルに記載され、 計画的に研修・訓練が実施さ
れているか、各学校設置者が定期的に確認する。国は、 これらの取組を
推進するため、学校設置者や学校が学校安全計画や危機管理マニュ ア
ルを適切に見直すために必要な指導資料の作成・普及を行う。



楽観バイアス 

… 

事故原因の帰属の誤り

… 

優先順位の難しさ

…

「ハザード」に気づいたら，可能な限り「リスク」を小さくするように対処する

子どもに安全な学びを保障するために
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